
（ 一 社 ） 茨 城 県 建 築 士 会 女 性 委 員 会 

日時：令和８年 7 月 1 日（水）         

14:30 ～ 16：30（予定）  

会場：古民家 Cafe & Gallery Kaya 

茨城県水戸市金谷町 301 

(TEL029-251-8076) 

 

 

令和８年度 第１回女性委員会 
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1. 新体制メンバー紹介                    ・・・資料 1 （P1） 

 

2. 前回委員会議事の確認                  ・・・資料 2 （P3～） 

 

3. 令和８年度単独事業 県植物園企画について 

 

4. 第 35 回全国女性建築士連絡協議会（東京）     ・・・資料 3 （P8～） 

交流会(ワンバイワン)茨城発表 について          

 

5. 直近のわくわく、ラブアークセミナー         ・・・資料 4 （P12～） 

 

6. 会員増強について                            

 

7. その他 

 

 

 



 令和8年度・9年度 各委員会名簿

＜ ⼥性委員会 ＞・・・10 名
役職 備考 支部名 氏名 勤務先等 メアド 〒 住所 携帯 ＴＥＬ ＦＡＸ

1 委員⻑ 再 県央 轡⽥ 久恵 ㈱柴建築設計事務所 kutsuwada@shiba-arc.co.jp 310-0026 ⽔⼾市泉町3-1-28第2中央ビル7階 090-5193-9364 029-227-0222 029-231-0960

2 副委員⻑ 再 ⽇⽴ 近藤 あすか ㈱皆川美術建築設計事務所 asuka08@net1.jway.ne.jp 317-0072 ⽇⽴市弁天町2-3-9 090-6929-6303 0294-23-4364 0294-23-4364

3 副委員⻑ 再 筑波 沖⼭ 素⼦ 沖⼭素⼦建築設計事務所 motokookiyama@gmail.com 305-0816 つくば市学園の森1丁目36-1 080-6722-6014 

4 委員 再 久慈 梶 ひろみ 梶ひろみ建築設計室 kaji̲mekiki@ybb.ne.jp 313-0051 常陸太⽥市東⼀町2308 ２F 090-2671-0898 0294-72-2221 0294-72-2221

5 委員 再 県央 ⾶⽥ 直⾝ nt̲mugi@outlook.jp 090-2548-0164

6 委員 再 県央 ⼩貫 弘⺒ ⼩貫計画 hiro̲nene535712@ybb.ne.jp 310-0852 ⽔⼾市笠原町 1,219-2-101 090-3508-2333 029-244-5775 029-244-5775

7 委員 再 土浦 和⽥ 知⼦ 知設計 tomo-design@outlook.com 308-0826 筑⻄市下岡崎1-5-14 090-7638-6839 0296-48-8401 0296-48-8401

8 委員 再 土浦 平⼭ ⾹菜⼦ 阿⾒町役場 kana.420.mp@gmail.com 300-0392 稲敷郡阿⾒町中央1丁目1-1 090-5448-4717 029-888-1111 029-887-9560

9 委員 再 ⾏⽅ ⼤⾕ 美由紀 ⽊組スタジオNico studio@kiguminico.com 311-3512 ⾏⽅市⽟造甲409-2 090-8892-8842 0299-55-2053 0299-55-4010

10 委員 新 常総 菊池 みさ⼦ （株）菊池組 kikuchigumi@forest.ocn.ne.jp 304-0816 下妻市原333 090-2529-9245 0296-43-2306 0296-43-2919

副会⻑ 1

事務局 1

合計 12

令和8年4⽉23⽇

令和8年度〜9年度 ⼥性委員会 ( 案 )
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資料１



 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント ---R4 年度 ３０周年記念式典 

R６年度 そば打ち交流会 

R7 年度 奥久慈漆勉強会、磯崎新展芸術館ギャラリーツアー 

R８年度 植物園見学会＆BBQ 懇親会 予定      等々 

取り組み ---H30～R3 年度 連合会事業「和の空間ガイドブック」発行に 

伴い、茨城の建物について 調査、原稿作成      等々 

 

 

      会報誌 アイラルネットワークの発行 （年１） 

 

 

 

 

 

 

女性委員会活動 

わくわくセミナー 

県南方面 企画  

   年 6 回 

ラブアークセミナー 

県北方面 企画  

  年 6 回 

女性委員会単独事業  

テーマを決めて     

年 1 回～ 

各支部 活動 県西ブロック協議会 活動 

全国女性建築士連絡協議会への参加 
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２.前回議事の確認 

 

令和７年度 第３回女性委員会     

令和 8 年 4 月 22 日(水) 
14：00～16：00 

茨城県開発公社ビル 4 階小会議室 

 

出席者９名（欠席２名） 

大谷  轡田  近藤  飛田  小貫  沖山  和田  梶  事務局長山 

 

 

１、 関東甲信越建築士会ブロック会女性建築士協議会理事会 報告 

・令和８年度理事は 大谷（前委員長）  轡田（委員長）の２名にて務める。 

２、 令和 7 年度収支決算報告             

３、 令和 8 年度予算案                ・・・資料 2-1 

・令和８年度よりわくわくセミナーは９回/年 → 6 回/年 に変更。 

その分の予算を単独事業へ回す。 

・わくわくセミナー、ラブアークセミナーの予算の目安について 

15,000 円/回～25,000 円/回の範囲内で行うと予算を超えない。 

４、 令和 8 年度 女性委員会事業計画   

○ラブアークセミナーおよびわくわくセミナー年間計画   ・・・資料 2-2 

 ・ラブセミ変更   ５月施設見学会を変更   ７月４日（土）に開催決定 

７月木工関係セミナーをチョークアートワークショップに変更  

                        ７月１１日 土曜日 に開催決定  

・わくわく ５月見学会について変更 

手賀沼周辺の指定文化財の見学会    ６月 27 日 土曜日 に開催決定 

台風のため開催中止 
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資料2



 

わくわくセミナー・ラブアークセミナーについて （R7 年度 第１回女性委員会議事録より） 

・セミナー予算の目安は 2 万円とする。 

大幅にオーバーしてしまう際は、都度委員長と相談する。 

・セミナーにおける会員外の参加費の目安は 500 円～1000 円に設定。ケースに応じて

設定する。（会員と非会員の差別化を図ることと、非会員への声掛けのし易さの両方を考

慮。） 

・参加者の感想文については必須ではない。必要に応じて参加者に提出してもらう。 

・実践報告シートが連合会用と支部用と２種類あることについて、まとめ作業の効率化を

図りたいため支部版は廃止し、連合会の書式一本とする。 

※開催日がわくわく、ラブアーク、士会行事と重ならない様、確認する。 

 

   

○令和８年度女性員会単独事業 

茨城県植物園 「ザ ボタニカルリゾート 林音 -RINNE-」 見学・BBQ 親睦会 に決定 

 開催時期 季節のいい秋ごろ予定 

建物説明は設計の大山早嗣さんに依頼      担当は大谷・轡田 

 

○その他、女性委員会でやってみたいこと 

・昨年のそば打ち交流会 毎年でなくても継続したい。 

集まりに参加しているうちに皆で蕎麦が打てるようになるのもよい。 

・左官職人、宮大工 その他異業種の方々と学ぶ、体験型セミナー  

伝統的なものから身近な手仕事まで「残していきたい建築文化」をテーマに継続的に行

えるとよい。 （奥久慈漆は今年度もラブセミで継続予定） 

左官工事の現場などに入れる機会があれば随時開催したい。 
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５、 第 35 回全国女性建築士連絡協議会（東京）について 

・開催日 令和８年７月１９日(日) 20 日(月) 

・ワンバイワン 茨城発表（1 分程度・スライド１枚） 漆セミナー発表予定）   

                                         

６、 次年度女性委員および役員について                

  

７、 令和７年度（担当 沖山 平山） アイラルネットワークについて 

令和８年度 担当は次回の委員会にて 

 

８、 会員増強について 

筑波支部では声掛けの成果があり会員が増加している 

 

９、 その他 

会インスタグラム開設 
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資料2-1

※前年度は全建女が山形大会
　今年度は東京大会のため減
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7月

ﾁｮｰｸｱｰﾄﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

手賀沼周辺の指定文化財

資料2-2

6/25現在
荒天のため中止予定
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全建女 交流会　「ワンバイワン」とは？
各ブロックから１県程度の活動紹介、
近況報告、最近の気になる話題などを報告、
発表するものです

大谷前委員長による発表 
現地参加者 登壇予定

茨城担当
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ワンバイワン 茨城発表（案） 

 
こんにちは！茨城県建築士会女性委員会です。茨城県では女性委員会のメンバーをはじ

め、女性会員の皆さんと協力して年間１０以上のセミナーや見学会、ワークショップなど行

っています。今日はそのなかから令和７年 10 月５日に開催した「うるしを知ろう！」奥久

慈漆見学と漆塗り体験をご紹介します。 

茨城県と福島県にまたがる奥久慈（おくくじ）地方は、日本有数の漆の産地です。 

そのはじまりは江戸時代、水戸光圀が農民にウルシを植えさせたこと、と言われています。 

建築分野でも塗料として使われる漆ですが「国産の漆」は文化財建造物の修繕で需要が高

いこと、皆さんご存じでしたか？その貴重な供給を支えている地域の一つが奥久慈漆で

す。 

セミナーではウルシの苗木生産を中心に奥久慈漆に携わる神長正則さんを講師にむか

え、漆畑を案内していただきながらお話をお聞きしました。そして実際に立ち木から漆を

掻いたり、欅の生地のお皿に漆を塗ったりという貴重な体験をしました。後日、神長さん

に仕上げをしていただき、木目の美しい「拭きうるし仕上げ」のお皿とお箸が手元に届きま

した。こちらのお皿、私も毎日使っています。 

郷土茨城の文化や伝統に触れ、大切にしていく活動を女性委員会はこれからも続けてい

きたいと思います。以上で茨城の発表を終わりにします。 
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（⽂・発表 ⼤⾕美由紀  スライド作成 ⼩貫弘⺒）
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（台風のため中止  6/25現在）



6.会員増強について 

発信方法 や 魅力ある活動について  等々 

ｍｅｍｏ 
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